
 

学  位  論  文  要  旨  

 

 

持 続 可 能 な社 会 のた め の オ ルタ ナ ティ ブ な 地 域づ く りに 関 す る 研究  

― 東 日 本 大震 災 の津 波 被 災 地に お ける 災 害 復 興を 事 例に ―  

 

A l t e r n a t i v e  C o m m u n i t y  D e v e l o p m e n t  f o r  S u s t a i n a b l e  S o c i e t y :     

A  C a s e  S t u d y  o f  D i s a s t e r  R e s t o r a t i o n  i n  T s u n a m i  A f f e c t e d  A r e a s  

C a u s e d  b y  t h e  G r e a t  E a s t  J a p a n  E a r t h q u a k e  

 

農 林 共 生 社会 科 学専 攻  農 林 共 生社 会科 学 大 講 座  

秦  範 子  

 

 

 

 

 

 

 本 論 文 の目 的 は ， 東 日 本 大震 災 の復 興 過 程 で露 出 した 持 続 不 可能 な 諸問 題 に

抗 う 被 災 住 民 の 社 会 的 実 践 を 考 察 し ， 「 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育

（ E S D ） 」 の 今 日 的 な 意 義 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。 津 波 被 災 地 で は 壊 滅

的 な 被 害 に見 舞 われ た に も かか わ らず 自 然 を 受け 入 れ， 自 然 と の共 生 ，地 域 経

済 の 発 展 ，公 正 な社 会 を 目 指す 持 続可 能 な 地 域づ く りに 向 け た 被災 住 民に よ る

社 会 的 実 践が 見 られ る 。 被 災住 民 が地 域 再 生 の当 事 者と し て 政 府や 行 政の 復 興

計 画 を 批 判 的 に 検 討 す る 学 習 活 動 や 計 画 づ く り に 参 加 す る 実 践 を 本 論 文 で は

「 オ ル タ ナテ ィ ブな 地 域 づ くり 」 と定 義 す る 。  

 1 章 で は， 被 災住 民 の 主 体的 な 学習 活 動 を 位置 づ ける た め の 分析 視 角と し て

生 涯 学 習 ，並 び に E S D の 概 念の 検 討を 行 っ た 。 「 持 続可 能 な 開 発 」 の 基本 理

念 で あ る 世 代 内 ・ 世 代 間 公 正 の 実 現 を 目 指 す た め に 「 生 涯 学 習 と し て の

E S D 」 は 将 来 世 代 の 利 益 に 反 す る 開 発 ・ 発 展 の あ り 方 を 捉 え る だ け で な く ，

現 代 世 代 が直 面 する 社 会 的 排除 問 題に も 目 を 向け る 必要 が あ る 。  

 次 に 「 オ ル タ ナ テ ィ ブ な 地 域 づ く り 」 を 対 象 に し た 実 証 的 研 究 （ 2 章 ・ 3

章 ） を 行 った 。 2 章 で は ， 津波 被 災地 で 社 会 問題 化 して い る 防 潮堤 問 題に 向 き

合 う 地 域 の 実 践 か ら 災 害 復 興 に お け る 住 民 参 加 の 問 題 を 考 察 し ， E S D の 課 題

を 提 起 し た。 地 区住 民 を 対 象に し たア ン ケ ー ト調 査 に基 づ く 量 的デ ー タの 分 析

結 果 か ら 復興 過 程に お け る 住民 参 加 の 実 態 を 捉え ， 地域 づ く り への 参 加意 識 に

関 し て 性 差が あ るこ と ， 学 習経 験 と地 域 づ く りへ の 関心 ， 参 加 意欲 に は強 い 関

連 が あ る こと が 分か っ た 。 そこ で 追加 的 な デ ータ 収 集を 行 う た めに 住 民へ の イ

ン タ ビ ュ ーや 参 与観 察 を 行 った 。 その 結 果 ， 女性 や 若い 世 代 の 参加 を 阻害 す る



要 因 が 明 らか に なっ た 。 さ らに コ ミュ ニ テ ィ の意 思 決定 に 地 域 社会 の 関係 性 が

ど の よ う に影 響 して い る か を分 析 した 結 果 ， 「参 加 を阻 害 す る 社会 構 造」 と い

う 現 象 を 捉え る こと が で き た。 次 にコ ミ ュ ニ ティ の 意思 決 定 へ の参 加 を阻 害 さ

れ ， 地 域 社会 か ら抑 圧 さ れ た人 々 が学 び の 過 程で ど のよ う な 認 識変 容 をす る の

か ， 「 自 己を 取 り戻 す 学 習 」と い う現 象 を 考 察し た 。し か し ， 問題 を 無意 識 化

し よ う と する 圧 倒的 多 数 の 人々 の 社会 参 加 こ そが 持 続可 能 な 地 域づ く りに 重 要

で あ り ， E S D の 課題 で あ る 。  

 3 章 で は ， 津 波 被 災 地 の 子 ど も を 対 象 と し た 社 会 教 育 に お け る 環 境 学 習 ・

E S D の 実 践 を 取 り 上 げ ， 成 果 と 課 題 を 考 察 し た 。 受 講 者 の 学 び を 構 造 的 に 把

握 す る た めに 保 護者 を 対 象 にし た アン ケ ー ト 調査 ， 並び に 保 護 者や 高 校生 の ス

タ ッ フ を 対象 に した イ ン タ ビュ ー を行 っ た 。 質的 デ ータ の 分 析 結果 か ら， 子 ど

も の 主 体 的に 調 べる 態 度 の 醸成 や 観察 力 の 高 まり が 認め ら れ た 。ま た ，自 然 体

験 活 動 を 通じ て 自然 の 豊 か さに 気 づき ， 地 域 に対 す る親 し み と 愛着 を 感じ て い

る こ と が 分か っ た。 さ ら に 震災 当 日の 体 験 が トラ ウ マに な り ， 心身 の 症状 を 抱

え た 子 ど もが 海 への 恐 怖 心 を乗 り 越え る こ と が明 ら かと な っ た 。一 方 ，防 潮 堤

問 題 に 向 き合 う 大人 と の 交 流は ， 高校 生 の 学 びに も 影響 を 与 え た。 保 護者 も 生

物 多 様 性 の気 づ き， 自 然 と の共 生 ，自 然 の 回 復を 実 感し ， 自 然 を残 し たい と い

う 感 情 が 芽生 え てい る こ と が分 か った 。 こ の よう な 自然 へ の 認 識変 容 は生 態 系

を 活 用 し た地 域 づく り に 結 びつ く 可能 性 が あ る。 同 時に 課 題 も 認め ら れた 。 外

部 の 支 援 者と 住 民グ ル ー プ の協 働 によ る 学 習 から 住 民主 体 の 地 域学 習 に移 行 す

る た め に は， 「 地域 に お ける E S D の体 制 づ く り」 が 求め ら れ る 。  

 4 章 で は ， W i s n e r  e t  a l . （ 2 0 0 4 ） を 手 が か り に 自 然 災 害 に 対 す る コ ミ ュ

ニ テ ィ の 脆 弱 性 に つ い て 理 論 的 検 討 を 行 い ， E S D ／ D R R （ D i s a s t e r  R i s k  

R e d u c t i o n ： 災 害 リ ス ク 削 減 ） の 可 能 性 を 論 じ た 。 自 然 の ハ ザ ー ド が 原 因 で

災 害 が 発 生す る とい う 従 来 の考 え 方に 対 し ， 人々 が 置か れ て い る脆 弱 性， す な

わ ち 社 会 の あ り 方 に 「 根 本 的 な 原 因 」 が あ る こ と を 示 し て い る 。 し か し な が

ら ， コ ミ ュニ テ ィの 脆 弱 性 は復 興 の長 期 過 程 とい う 時間 と 空 間 の両 方 の座 標 軸

で 捉 え る 必要 が ある 。 地 域 再生 の 鍵概 念 と し て注 目 され る よ う にな っ たレ ジ リ

エ ン ス は ， E S D と D R R を 結 び つ け る 概 念 で あ る 。 レ ジ リ エ ン ス の た め の 教

育 が コ ミ ュニ テ ィの 脆 弱 性 問題 に 正面 か ら 取 り組 む た め に は ， 社会 シ ステ ム や

権 力 関 係 とい っ た構 造 的 な 問題 を 克服 し ， 新 たな 社 会関 係 性 を 構築 す るた め の

学 習 や 行 動を 支 援す る 必 要 があ る 。  

 終 章 で は， 本 論文 の 議 論 の整 理 を行 い ， ポ ス ト 3 . 1 1 社 会 の E S D 研 究へ の

示 唆 を 行 った 。 実証 的 研 究 で取 り 上げ た イ ン フォ ー マル な 学 習 は持 続 不可 能 な

諸 問 題 に 抗う 被 災住 民 が 主 体と な り， 民 主 化 の次 元 を再 生 す る 「生 涯 学習 と し

て の E S D 」 の 萌 芽 的 な 取 り 組 み で あ る が ， 学 習 活 動 を 組 織 化 し 維 持 す る た め

の 学 習 環 境の 整 備と 仕 組 み づく り の支 援 ， さ らに は その 成 果 を 如何 に して 社 会

に 還 元 す るこ と がで き る か が今 後 の課 題 と な るで あ ろう 。  

 

 


